
 
 
平成23年5月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 

 
 

修正の理由 
 平成23年５月期の連結業績予想につきまして、売上高は前回予想より微増となる見通しであります。その主な要因は、花
粉症の流行等の影響により調剤薬局事業の既存店売上が予想以上の水準で推移したことであります。また、平成23年4月
1日付け公表の通り、3月の東日本大震災が当社グループの店舗設備や稼動状況に与えた影響は軽微でありました。 
 利益面でも、営業利益・経常利益・当期純利益とも前回予想を大きく上回る見通しであります。その主な要因は、後発医
薬品の取り扱いや地域医療の新規開拓を積極的に展開したため、既存店の処方せん枚数や処方せん単価に占める技術
料収入の割合が想定より増加したこと、労務管理を強化した効果により売上高に占める人件費の割合が想定より減少した
こと、昨年8月に子会社のファーマライズ株式会社が運営権を取得した札幌駅前の医療モールが確実に利益貢献したこと、
等であります。 
 これらにより、平成23年５月期の連結業績予想は、売上高26,800百万円（前回予想比2.3％増）、営業利益1,500百万円
（同21.7％増）、経常利益1,300百万円（同29.9％増）、当期純利益550百万円（同34.1％増）に修正いたします。 

● 配当予想の修正について 

修正の理由 
 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要政策と位置付けて、安定的かつ継続的に業績の成長に見合った成果の配
分を行っていくことを配当に関する基本方針としております。当該方針に則り、当期の業績の成長と今後も見込まれる業績
の成長予想を鑑みて、年間配当金予想を2,600円（前回予想比30％増配）に修正いたします。 
 なお、内部留保金につきましては、今後の事業展開への備えと財務基盤の強化に充当し、変化する経営環境の中で競争
力を高め、将来の業績拡大を通して株主への利益還元を図ってまいる所存であります。 

以 上
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年４月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 26,208 1,232 1,000 409 19,396.16
今回修正予想(B) 26,800 1,500 1,300 550 26,019.49
増減額(B-A) 591 267 299 140
増減率(%) 2.3 21.7 29.9 34.1
（ご参考）前期実績 
（平成22年5月期）

23,416 982 773 276 12,937.42

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想  
（平成23年４月13日発表）

― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00

今回修正予想 ― 0.00 ― 2,600.00 2,600.00
当期実績 ― 0.00 ―
前期実績 
（平成22年5月期）

― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00


